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人が輝く　元気で住みよい
　　 いばらきづくりにむけて
　　　 ～新年のご挨拶～

茨城県知事
茨城県統計協会総裁

　　橋　本　　昌

　あけましておめでとうございます。
　昨年は，県内44市町村の体制となり，新たにスタートした県総合計画のもと，つくばエクスプレス沿
線のまちづくりの進展と活発な企業立地など，新しいいばらきづくりに向けて着実な一歩を踏み出す一
年となりました。
　今年は，高速道路，港湾，飛行場など，広域交通体系の整備が一段と進んでまいります。また，我が
国を代表する企業の新工場が相次いで操業を開始し，県内経済の活性化が大いに期待されます。
　一方で，少子高齢化が急速に進み，地域間競争が一段と激しさを増している中，地方財政は極めて厳
しい状況に直面しています。県といたしましては，徹底した行財政改革に努めながら，県民・企業の皆
様との連携・協働のもと「人が輝く元気で住みよいいばらき」づくりに全力で取り組んでまいります。
　とりわけ，企業誘致の推進や新産業の創出，中小企業の振興，消費者ニーズに対応した農産物の産地
づくりなど，競争力あふれる産業大県「活力あるいばらき」を目指してまいります。
　同時に，医療体制の整備と医師の確保，生涯を通じた健康づくり，「ねんりんピック茨城2007」の開
催，少子化対策の推進，さらには，地球温暖化の防止や森林・湖沼の保全など，安心・安全で快適な「住
みよいいばらき」づくりを進めていかなければなりません。
　また，子どもたちが，確かな学力と豊かな人間性を身につけられるよう，特に道徳教育には力を入れ，
きめ細かな指導に努めてまいります。４月には県内初の知的障害・肢体不自由併設型の「つくば養護学
校」も開校いたします。今後とも充実した教育が行われ，個性や能力が発揮できる「人が輝くいばらき」
を創造してまいります。
　社会・経済が大きな変革期にある中，このような施策を総合的に推進し，21世紀を茨城の時代として
いくためには，正確な現状認識と的確な将来予測が不可欠であり，その基礎資料となる統計の果たす役
割はますます重要なものとなってまいります。
　県といたしましては，統計調査員研修会や通信紙「いばらき統計だより」の発行など，統計調査環境
の整備や効率的な統計調査の実施に努めるとともに，インターネットなどの各種メディアを活用した分
かりやすく利便性の高い統計情報の提供に努めているところでございます。
　皆様方には，統計の社会的意義と使命をご理解いただき，統計調査へのなお一層のご支援・ご協力を
賜りますようお願いいたします。
　最後になりましたが，皆様のご健勝，ご活躍をお祈りいたしまして，新年のあいさつといたします。
本年もよろしくお願いいたします。
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表１　茨城県内亥年生まれの人口（推計，平成19年１月１日現在）

注：年齢は平成19年に誕生日を迎えた時の年齢。

生まれた年・年齢 男 女 計
割  合

男
割  合

女
割  合

1995年（Ｈ７）
1983年（Ｓ58）
1971年（Ｓ46）
1959年（Ｓ34）
1947年（Ｓ22）
1935年（Ｓ10）
1923年（Ｔ12）
1911年（M44）

総　数 －
12歳
24歳
36歳
48歳
60歳
72歳
84歳
96歳

242,177人
29,136人
32,863人
43,696人
37,907人
51,408人
30,577人
14,932人
1,658人

120,187人
15,007人
17,120人
22,742人
19,250人
25,962人
14,734人
5,023人
349人

121,990人
14,129人
15,743人
20,954人
18,657人
25,446人
15,843人
9,909人
1,309人

100.0％
12.0％
13.6％
18.0％
15.7％
21.2％
12.6％
6.2％
0.7％

100.0％
12.5％
14.2％
18.9％
16.0％
21.6％
12.3％
4.2％
0.3％

100.0％
11.6％
12.9％
17.2％
15.3％
20.9％
13.0％
8.1％
1.1％

干支にちなんで

　あけましておめでとうございます。
　新年の干支は「亥」です。そこで今回は，茨城県常住人口調査結果から推計した亥年生まれの人口に
ついて取り上げてみました。

　平成19年１月１日現在の亥年の年男・年女は，推計で242,177人（県の総人口に占める割合8.15%）
となっています。男女別にみると，男性は120,187人，女性は121,990人で，女性の方が1,803人多くなっ
ています。
　亥年生まれの人口を出生年別にみると，昭和22年生まれ（平成19年中に60歳になる人）が51,408人で
最も多く，次いで昭和46年生まれ（同36歳になる人）が43,696人，昭和34年生まれ（同48歳になる人）
が37,907人となっています。（表１，図１）
　また総人口を十二支別にみると，申年生まれが253,385人で最も多く，次いで巳年生まれ，辰年生ま
れとなり，最も少ないのが酉年生まれとなっています。（表２，図２）
（注） 十二支別人口は１月１日現在の推計のため，平成19年生まれの亥年の人は含まれない。

亥
い

年生まれは24万2,177人　県総人口の8.15％
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̶茨城県常住人口について ̶

　茨城県常住人口調査は，国勢調査の間における県内各市町村ごとの人口及び世帯の移動状況を明

らかにするために，県統計課が実施しているものです。

表２　茨城県内十二支別人口（推計，平成19年１月１日現在）
十 二 支

計 2,972,953人

246,698人
249,917人
249,539人
247,147人
252,247人
252,581人
242,820人
251,331人
253,385人
240,324人
242,454人
242,177人
2,333人

子　（ ね ）
丑　（うし）
寅　（とら）
卯　（ う ）
辰　（たつ）
巳　（ み ）
午　（うま）
未　（ひつじ）
申　（さる）
酉　（とり）
戌　（いぬ）
亥　（ い ）
100歳以上，不詳

８位
５位
６位
７位
３位
２位
９位
４位
１位
12位
10位
11位
－

100.00％

8.30％
8.41％
8.39％
8.31％
8.48％
8.50％
8.17％
8.45％
8.52％
8.08％
8.16％
8.15％
0.08％

人　　口 順　　位 総人口に占める割合

平
成
7
年

昭
和
58
年

昭
和
46
年

昭
和
34
年

昭
和
22
年

昭
和
10
年

大
正
12
年

明
治
44
年

男 女

図１　亥年生まれの人口（男女別，出生年別）
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図２　十二支別人口万人
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